
新型コロナウイルスの

感染状況等について
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1



感染状況
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直近の感染状況は落ち着つつあり，病床使用率も横ばい傾向

新規報告数と確保病床使用率新規報告数 確保病床使用率
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マスク着用の必要な場面・不要な場面

3熱中症防止の観点から，屋外で人との距離が確保できる場合，マスクを外すことを推奨



「手洗い」 「換気」 「距離をとる」 「マスクの着用」 「ワクチン接種」

基本的な感染対策が重なり合って，より高い効果を発揮

感染の多重予防イメージ
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若年層においても，追加接種により感染しにくくなる

ワクチン接種の感染予防効果
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0～19歳 20～39歳 40～64歳 65歳以上
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未接種 １･２回接種 ３回接種

※ 対象は，R4.3.8～3.30に陽性が判明した患者（県保健所患者）を含む，すべての者のワクチン接種歴が判明
している1737世帯6548人

※ 6548人の内訳は，家庭内初発者１７３７人，同居家族４８１１人。なお同居家族のうち陽性者１６９６人（35.3%）
※ 初発者（発症日（無症状の場合は判明日）が最も早い者）が２名以上の家庭は除外

《患者の同居家族（濃厚接触者）に対する調査》
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県民の皆様へのお願い
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◆ 感染防止対策の継続を
手洗い， 換気， 距離の確保， 状況に応じたマスク着用等

◆ ワクチン3回目接種の検討を
若年層においても，追加接種により感染予防効果が高まります

マスク着用の考え方

夏場の熱中症防止の観点から
屋外で人との距離が確保できる場合，マスクを外すことを推奨します

しかし，マスクが有効な感染防止対策であることに変わりはありません


